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シングルモード型KCQにおける半古典的量子受信機の性能解析












KCQ (Keyed Communication in Quantum noise) プロト












半古典的量子受信機 [2, 3] の 2 つが考えられており，今までに
ASK (Amplitude Shift Keying)，PSK (Phase Shift Keying)，











QAM信号は，2つの直交振幅成分 Xc; Xs が変調された信号
である．本研究では，先行研究 [4]に習い，以下の式で表される
ような格子状の最小単位を 0 とした QAM コヒーレント状態
信号を扱う．




 = f (L  1) + 2(i  1) j i = 1; 2;    ; Lg: (2)
ここで，i =
p 1である．また，信号数をM とすると，M = L2
となる．次に，本研究の通信手順を説明していく．

















能性が示されている半古典的量子受信機 [2, 3]の 2つを考える．
3.1 ヘテロダイン受信機
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